
2021年度 法学研究科入学試験問題（修士課程）（春期）

民事法学・公法学専攻（専門科目）

： 口
次の科目のうち、 各自が申告した1科目を選択し、 解答すること。

【民事法学専攻】

民 法

Aは、 B の委託を受け、 B がC に対して負う 500 万円の債務を保証した。 このことに関する以下の各設問に答えなさい。
(1) Aが保証を引き受けたのは、 B から「起業に要する 200 万円をCから借り入れる保証をしてほしいのだが、 自分には

資産が十分にあるから迷惑をかけることはない」と説明されたからであり、 Aが署名押印し B に託した保証契約書を
B がC に提出する形でAC 間の保証契約は結ばれたのであった。ところが、実際にはB に資産はほとんどなく、また、
AがB に渡したとき未記入だった保証契約書の主債務額の欄にB が勝手に 500 万円と記入し、これをC に提出してい
たという事実も判明した。 B の不履行を受けC が求めてきた保証債務の履行を拒むために、 Aがなしうる主張と、 そ
の当否を論ぜよ。

(2) B の債務は、 C から購入した工作機械の売買代金であった。 この機械に重大な欠陥があったとき、 B はC にいかなる
主張ができるのか。 また、 B が何らの主張もC にしなかった場合でも、 弁済期後 AはC からの保証債務の履行請求を
拒めるか。

(3) B のC に対する債務の時効が完成した後 B が同債務を承認したとき、 AはC に対して同債務の消滅時効を援用できる
か。

商 法
2問とも答えなさい。

(1) 取締役会設置会社であるA株式会社の代表取締役 B は、 会社を代表してC 銀行から 1 億円を借り入れた。 しかしなが
ら、 この借入行為はBが独断行ったものであり、 A社には1億円を資金調達する計画はなかった。 そして、 Bは当該
1億円で自己の個人的借金を返済した。 このような場合の私法上の法律関係を論じなさい。

(2) D株式会社は、 実際には欠損が生じているのに、 売上を過大に不正計上して分配可能額を算出した。 そして、 D 社取
締役会は定時株主総会に剰余金分配議案を提出した。 当該議案は承認され、 配当が実行された。 このような場合の法
律関係を論じなさい。

労 働 法
我が国の労働基準法 36 条に代表される、 労基法上の労使協定の効力について論じなさい。（重要な裁判例があれば、 言及し

て下さい。）

経 済 法
独占禁止法の私的独占の支配行為と排除行為の違いを具体的な事例を挙げながら、 論じなさい。

【公法学専攻】

憲 法
職業の自由に対する制約の憲法適合性はどのように審査されるべきか。 必要に応じて類型化し、 具体的に論じなさい。

刑 法
不法領得の意思をめぐる問題について、 判例・裁判例に現れた肯定例および否定例に触れつつ、 論じなさい。

刑 事 政 策
刑の執行段階における被害者による心情伝達制度及び仮釈放等意見等聴取制度の課題について論じなさい。
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